	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




  役　 職�
   氏　 名�
    役　職�
     氏　名�
�
生徒会長  �
今井 千春さん�
美化委員長�
佐分利  友菜さん�
�
副 会 長�
伊藤 一愛さん�
給食委員長�
中島 春香さん�
�
生活委員長�
森 みなみさん�
保健体育委員長�
玉置 椋大さん�
�
学習委員長�
白樫 玲於さん�
図書委員長�
梅村 桃花さん�
�
文化委員長�
仲澤 杏海さん�
※全員３年生です�
�
  　　　　　�
�






◇「日増しになる情報機器によるトラブルに関する親の知識を高めなければ家族を守れないと認識した。」


◇「毎日子どものスマホを確認している。何かあってからでは遅いので事前に防いでいきたい。親子の会話を今以上にしていきたい。」　◇「我が家にはパソコンはない。両親ともにガラケーだが、不便とは思わない。あれば楽なのかもしれないが〝不便さ〟が〝良い〟ということもあると思う。安易な便利さの中に潜むトラブルに我が子が巻き込まれることがないように親としてしっかり見守っていきたい。」　◇「うちはスマホを持たせる予定はない。高校生になったらと考えているが、その際も情報モラルで教わったことを忘れずに使ってほしい。」　


◇「親も、持たせる側の責任としてＳＮＳについての情報を取り入れたり、講義を聴いたりして意識を高めないといけない。本人任せはもちろん、学校任せ、他人任せでは取り返しがつかない。」





　携帯電話やライン等は確かに便利な道具です。しかし、使いようによっては大きな問題点もあり、小中学生が持つことは大きなリスクがあります。また、〝便利さ〟を手に入れる引き替えに、考える力や思いやる心、体を動かすことや人生の貴重な時間等を失う恐れもあります。〝依存症〟という心の病につながることもあります。『みんな持っている』という言葉に惑わされないで、保護者が管理・監督することが必要です。ご家族で考えてみてください。約束づくりがまだの場合は、ぜひ急いで！月日が流れ『何で今さら…』と子どもに言われる前に。





去る７月２０日、夏休みを前に全校生徒を対象として「第２回情報モラル特別講座」を実施しました。学習後の「生徒の感想」を読んだ保護者の感想を抜粋して紹介します。








めに立候補したことに価値がある。』と述べられ、全校生徒に対しては『一人一人が生徒会員です。全校で執行部を支えてください。』と声をかけられました。


　





始業式の日には、後期生徒会執行部の認証式も行われました。校長先生は、新役員に『仲間のた


　





第１期（４月～６月）は「居場所づくり・目標設定」を掲げ、一人一役で学級活動や修学旅行等の校外研修で活躍しました。第２期（７月～９月）は「連帯感・一体感・絆」をテーマとし、体育大会に全員・全力で取り組みました。そしてこの第３期は「自信と誇り」を全校生徒がもつことができるように行事（合唱祭、国際交流の日等）や学習を通して確かな力を付けていきましょう。


　１１月４日（金）には、大きな学習発表会があります。（多治見市教育委員会の研究指定校として）生徒一人一人の学力がさらに向上し、「分かる楽しさ」や「できる喜び」を味わえるために、先生たちは昨年度から計画を立てて準備してきました。今年度からは生徒自身がより強く「学習」を意識するために各学級で「学習目標」を設定しました。そして「５Ａ活動」や「２分前学習」、「自主学習ノート全員提出」を通して学習の土台をつくってきました。発表会を頑張る力の糧とし、当日は今の取組を越える、「最高」を授業そのもので示し「自信と誇り」を感じてほしい。また、これまで「無言清掃」で、他校から『笠原中に学びたい！』と言われたり、市の合唱祭で『笠原中の合唱はすごい！』と言われたりてきました。今度は授業そのもので新たな笠原中の伝統を築いてほしい。





１０月１１日（火）、平成２８年度の後期が始まりました。笠原中学校では１年間を４つの期間に区分し、１０月の後期スタートから１２月までを第３期としています。後期始業式の中で、校長先生が前期の積み上げの上に立った第３期の位置付けを次のように話されました。











